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強
制
抑
留
者
が
語
り
継
ぐ
労
苦

山
梨
県

山

口

卓

夫

一
、
出
生
か
ら
終
戦
ま
で

私
は
、
神
山
富
士
の
麓
、
山
梨
県
南
都
留
郡
福
地
村
中

曽
根
で
生
ま
れ
、
福
地
村
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、

家
業
で
あ
る
農
業
に
従
事
。
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年

一
月
十
日
、
召
集
兵
と
し
て
千
葉
県
佐
倉
市
歩
兵
第
二
六

部
隊
に
入
隊
。
戦
時
編
成
後
直
ち
に
渡
満
、
北
支
の
山
東

省
泰
安
「
衣
（
こ
ろ
も
）」
歩
兵
四
五
部
隊
第
二
中
隊

（
奥
中
部
隊
）
に
同
年
二
月
十
五
日
に
転
属
。
以
来
泰
安

に
お
い
て
初
年
兵
教
育
を
終
了
。
同
年
五
月
、
第
五
中
隊

本
部
付
を
命
ぜ
ら
れ
、
中
隊
長
鈴
木
中
尉
殿
の
当
番
兵
勤

務
。
成
績
優
秀
を
認
め
ら
れ
昭
和
十
八
年
、
師
団
司
令
部

付
と
な
り
、
野
戦
軍
需
品
倉
庫
の
警
備
隊
員
と
し
て
勤
務

中
、
昭
和
二
十
年
一
月
、
衣
部
隊
が
沖
縄
決
戦
の
転
出
に

当
た
り
、
私
た
ち
は
朝
鮮
咸
興
警
備
に
配
属
さ
れ
、
咸
興

司
令
部
警
備
中
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
正
午
、
天
皇

陛
下
の
終
戦
の
詔
勅
を
ラ
ジ
オ
放
送
で
聞
き
ま
し
た
。
私

ど
も
は
司
令
部
付
で
し
た
が
衛
兵
勤
務
中
で
し
た
の
で
、

後
で
中
隊
長
か
ら
そ
の
話
を
聞
い
て
も
信
じ
ら
れ
ず
、

「
敵
軍
の
デ
マ
だ
、
日
本
が
戦
争
に
負
け
る
は
ず
が
な
い
」

と
、
そ
の
ま
ま
警
備
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
八
月

二
十
日
の
朝
、
私
ど
も
咸
興
司
令
部
は
敵
（
ソ
連
軍
）
の

戦
車
に
包
囲
さ
れ
戦
い
も
許
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
武
装
解

除
さ
れ
、
咸
興
の
朝
鮮
人
学
校
の
捕
虜
収
容
所
に
抑
留
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

二
、
ア
ル
チ
ョ
ム
収
容
所
で
酷
使
労
働

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
七
日
早
朝
、
東
京
ダ
モ
イ
（
帰

る
）
だ
と
の
非
常
呼
集
に
飛
び
起
き
て
、
旅
支
度
を
し
て

千
人
程
度
の
作
業
隊
に
編
成
さ
れ
徒
歩
で
二
日
間
く
ら
い

の
行
軍
。
着
い
た
と
こ
ろ
は
興
南
と
い
う
港
街
。
そ
の
港

か
ら
ソ
連
の
貨
物
船
に
乗
せ
ら
れ
、「
東
京
ダ
モ
イ
」
だ

と
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
船
は
一
度
日
本
海
に

出
ま
し
た
が
、
夜
中
か
ら
一
路
北
上
し
二
日
目
に
大
き
な
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港
に
着
岸
。
そ
こ
は
あ
の
有
名
な
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
と

言
う
軍
港
だ
と
教
え
ら
れ
、
皆
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。

が
、
も
う
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
か
ら
ソ
連
兵
に

「
ダ
ワ
イ
、
ダ
ワ
イ
（
早
く
歩
け
）」
と
銃
で
小
突
か
れ
な

が
ら
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
原
野
を
歩
か
せ
ら
れ
、
小
さ

な
街
に
着
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
ア
ル
チ
ョ
ム
と
い
う
石
炭

の
生
産
地
で
、
私
ど
も
と
一
緒
の
戦
友
は
収
容
所
近
く
の

石
炭
採
炭
の
地
下
作
業
場
で
働
か
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
も

最
初
は
炭
鉱
で
作
業
し
ま
し
た
が
二
カ
月
く
ら
い
で
病
気

に
な
り
、
軽
作
業
者
と
し
て
集
団
農
場
（
コ
ル
ホ
ー
ズ
）

で
働
く
よ
う
に
な
り
助
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
ソ
連
共
産
主
義
者
は
ど
ん
な
仕
事
も
ノ
ル
マ
制

で
、「
働
カ
ザ
ル
者
ハ
食
ウ
ベ
カ
ラ
ズ
」
だ
と
言
っ
て
、

身
体
が
悪
く
て
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
病
人
も
「
働
き
が

悪
い
か
ら
」
と
言
っ
て
食
糧
を
減
ら
さ
れ
る
の
で
、
病
人

は
ま
す
ま
す
弱
く
な
り
、
栄
養
失
調
症
で
亡
く
な
る
戦
友

が
続
出
し
ま
し
た
。

ア
ル
チ
ョ
ム
地
方
も
冬
期
は
零
下
四
〇
度
と
な
り
ま
す

が
、
私
ど
も
は
夏
服
の
ま
ま
の
着
た
き
り
雀
、
そ
れ
に
ソ

連
製
の
防
寒
外
套
だ
け
で
す
の
で
身
体
じ
ゅ
う
が
凍
え
て

硬
く
な
り
、
眠
く
な
っ
て
凍
死
し
た
り
凍
傷
に
か
か
っ
た

り
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
た
水
が
少
な
く
入
浴
も
で
き
ず
、

シ
ラ
ミ
が
身
体
じ
ゅ
う
に
増
え
て
寝
る
に
寝
ら
れ
な
い
く

ら
い
で
、
そ
の
た
め
発
疹
チ
フ
ス
と
か
の
伝
染
病
が
出

て
、
ソ
連
の
所
長
か
ら
衛
生
管
理
が
悪
い
と
叱
責
さ
れ
ま

し
た
が
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
他
の
収
容
所
で
は
共
産
思
想
教
育
が
盛
ん
で
、
日

本
の
天
皇
制
や
革
命
の
教
育
を
強
制
し
た
よ
う
で
す
が
、

私
ど
も
ア
ル
チ
ョ
ム
収
容
所
で
は
そ
の
活
動
が
少
な
く
、

「
日
本
新
聞
」
が
配
ら
れ
て
も
一
度
読
ん
で
、
後
は
マ
ホ

ル
カ
煙
草
の
巻
紙
に
使
い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
頃
か
ら
は
農
場
手
伝
い
で
し
た
。

大
き
い
国
営
農
場
で
、
地
方
の
女
性
作
業
員
と
一
緒
に
働

き
、
馬バ
鈴レイ
薯ショ
を
盗
ん
だ
り
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が
何
よ

り
の
楽
し
み
で
し
た
。

冬
は
伐
採
作
業
で
、
ノ
ル
マ
は
二
人
で
薪
切
り
三
立
方

メ
ー
ト
ル
で
し
た
が
、
枝
を
燃
や
し
て
暖
が
と
れ
た
の
で

助
か
り
ま
し
た
。
ま
た
山
野
に
は
、
野
ブ
キ
、
ヨ
モ
ギ
、
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ア
カ
ザ
等
の
食
用
山
菜
が
多
く
、
夏
は
こ
の
葉
を
取
っ
て

岩
塩
で
炊
い
て
空
腹
を
し
の
い
だ
も
の
で
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
十
月
末
頃
、
私
ど
も
が
農
園
で
作
業

中
、
農
場
長
か
ら
、「
明
日
東
京
ダ
モ
イ
が
で
き
る
ぞ
」

と
い
う
話
を
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
が
、
命
令
ど
お
り
、
翌

朝
ア
ル
チ
ョ
ム
駅
で
有
蓋
貨
車
に
押
し
込
ま
れ
、
一
昼
夜

汽
車
の
旅
で
ナ
ホ
ト
カ
港
に
到
着
。
ナ
ホ
ト
カ
の
収
容
所

で
は
、「
こ
れ
が
日
本
人
か
」
と
思
う
よ
う
な
キ
ビ
キ
ビ

し
た
「
日
本
共
産
青
年
同
盟
」
と
か
言
う
行
動
隊
員
の
宣

教
運
動
の
特
訓
を
受
け
、
学
習
の
結
果
、
成
績
の
よ
い
者

だ
け
日
本
に
帰
す
の
だ
と
搾
ら
れ
た
が
、
結
局
一
カ
月
足

ら
ず
の
教
育
で
終
了
。
十
二
月
二
日
、
日
本
郵
船
の
「
山

澄
丸
（
二
一
二
四
人
乗
船
）」
で
ナ
ホ
ト
カ
出
帆
。
同
月

五
日
、
舞
鶴
港
に
上
陸
。
夢
に
ま
で
見
た
懐
か
し
の
日
本

に
生
き
て
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
、
子
孫
や
国
民
に
言
い
残
し
た
い
こ
と

戦
争
の
悲
惨
さ
を
経
験
し
た
者
は
も
ち
ろ
ん
、
直
接
戦

争
に
参
加
し
な
い
者
で
も
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
は
身
に
し

み
て
わ
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
世
の
中
で
こ
ん
な

不
幸
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
絶
対
に
戦
争
は
し
な
い
で
下
さ
い
。

そ
し
て
、
家
で
は
父
母
を
大
切
に
し
、
兄
弟
仲
よ
く
、

仕
事
に
励
み
、
明
る
い
家
庭
生
活
を
築
き
、
平
和
で
豊
か

な
世
の
中
を
守
っ
て
下
さ
い
。

最
後
に
、
皆
さ
ん
の
御
多
幸
を
祈
り
な
が
ら
私
の
シ
ベ

リ
ア
労
苦
生
活
の
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

強
制
抑
留
者
が
語
り
継
ぐ
労
苦

山
梨
県

天

野

蕾

太

一
、
出
生
か
ら
終
戦
ま
で

私
は
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
二
月
二
十
七
日
、

富
士
山
北
麓
の
景
勝
地
、
山
梨
県
南
都
留
郡
山
中
湖
村
平

野
で
出
生
。
村
立
平
野
高
等
小
学
校
を
卒
業
。
昭
和
十
六

（
一
九
四
一
）
年
三
月
、
茨
城
県
内
原
満
蒙
開
拓
義
勇
軍

訓
練
所
に
入
所
、
幹
部
養
成
所
卒
業
。
昭
和
十
八
年
三
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